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土佐湾横浪半島海域に生息するサンゴ群集の分布
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Distribution of hermatypic corals inhabited on the coast of Yokonami

             Peninsula， Tosa Bay， Japan
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Abstract： The distribution of hermatypic corals was surveyed at four stations on the coast of Yokonami Penin－

sula， Tosa Bay， Kochi from May 1995 to April 1997． The study area is the subtropical waters and is not formed

of the coral reef． The hermatypic corals were distributed among the depth of 5 m to 15 m． There are 13 fami－

lies， 29 genus and 33 species of hermatypic corals from collected materials at each station， respectively． The

mai皿species are as fonows：Acropora hyczct’nthus Dana， Ac勿。ηso’吻り，ensis Veron＆Wa皿ace， CosCinaraea col－

umna Dana， Psammocora pr（）fundacelta Gardiner， Pavona decttssαta Dana， L吻os碗s〃tycetoseroides We皿s， Pecti－

nia lactorca Pa皿as， Mycedium elOphantotus Pallas， E漉徽ψ勿〃ia aSPera E皿s＆Solander， Ompora laeera Ven皿，

SpmPhyllin valenciennesii Edwards ＆ Hairne， LobophNllia hemPrichii Ehrenberg， Caulastrea tumida Matthai，

CyPhastrea serailia Forskal， Montastrea valencr－ennesi Edwards ＆ Haime， Montastrea magnistellata Chevalier，

G（mt’astrea Pectiuata Ehrenberg， Favites m∬θ〃We皿s， Favites abdita Edis＆Solander， Favites haricora Ehren－

berg， Favites flexuosa Dana， EuPhyltia ancora Veron ＆ Pichon， Turbinaria mesenterina Larnarck， Turbinaria Pel－

tata Esper．

It is磁actehstic of he㎜⑳ic co副s血abited血Yokona樋Pe血sUla regions that Acroporidae and FaViidae

are dom血ant． This tendency is correspond with typi（；al fUnna of hermatypic corals on many coasts of Tosa Bay．

Key words： Hermatypic coral， coral distribution， Tosa Bay

緒 言

 土佐湾沿岸は珊瑚礁を形成しないが，黒潮分流が強く当たる海域には多くのサンゴ群集がみ

られる．土佐湾に生息するサンゴ群集に関する調査は，土佐湾中央部の手結地先の手結マリー

ナの建設に伴う手結岬西岸海域のサンゴ群集はよく調査され，高知県南西部の竜串，樫西の石

サンゴ相の報告書もみられる（岩瀬文人，福田照雄，1994）．

 室戸岬周辺には大きなサンゴ群集が確認され，多くの岩礁域にもサンゴ群集がかなり確認さ

れているが，詳細な分類学的調査は行われていない（環境庁，1992）．

 土佐湾のほぼ中央に位置する横浪半島海域にはかなりサンゴ群集がみられるが，これらのサ

ンゴ群集に関する調査はあまり行われていない．そこで本研究では，横浪半島海域に生息する

サンゴ群集の分類生態学的調査を行ったので報告する．
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調査方法と調査地点

 本研究では横浪半島海域のサンゴ群集に関する研究を行うために，調査地点を西から神島東岸

上松ハエ，ツヅラ崎，浦ノ内湾の4定点とした（Fig．1）．調査は1995年5月から1997年4月の

期間に行なわれた．
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Fig． 1． Map showing survayed stations， Uranouchi Peninsula， Tosa Bay， Japan
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 調査はスキューバ潜水により，出現したサンゴ群集の同定，生息被度，底質特性，優占度を

調べた．調査地点で出現したサンゴ類について水中カメラで撮影し，全てのサンプルについて

種まで同定を試みた．水中写真で詳細に確認できないサンゴ類は一部を採取し研究室に持ち帰り．

骨格標本にし，実体顕微鏡を用いてサンゴ体の径，隔壁数，サンゴ体の形状，Calicesの径など

を基準に種の同定を行った．種の同定に関して引用文献に示した資料により行われた．

 サンゴ群集被度の調査は，透明度が極めて悪い浦ノ内湾を除く3定点で行った．水深ごとに

50mの調査線を定め，その端から3m間隔に1㎡のコドラートを用いて被度を10回計測し，そ

の平均値を出現したサンゴ群集の被度とした．調査水深は神島東岸では3，5，9，12，15，18．

！9m，上松ハエでは3，5，9，12，15，16m，ツヅラ崎では4，5，7，9，12，13mとした、

生息被度調査では，同時に底質の水中写真撮影を行い，生息被度と底質特性との関係を調べた．

 サンゴ群集の優占度は，水深ごとに計測されたサンゴ群集生息被度（％）における科ごとの

占有する面積の割合（％）として測定した．

結 果

種類組成

 今回の横平半島海域の4定点（神島東岸，上松ハエ，ツヅラ崎，浦の内湾）でサンゴ類の種

類相の調査を行った．結果はTable．1に示すように，神島東岸では13科27属29種，上松ハエで

は12科25属29種，ツヅラ崎では12科23属24種，浦の内湾では1科1属1種が確認された．横挿

半島海域で確認されたサンゴ群集の総種類相は，13科29属33種であった．

 全ての調査定点に出現した種は下記のll科18属24種であった．これらのなかで，代表種5種

をFig．2に示す．

AcroPora hyacinthus Dana クシハダミドリイシ

Acropora solitaryensis Veron＆Wallace エンタクミドリイシ

CosctViaTαea columua Dana ヤスリサンゴ

Psammocorα Prof”ndacella Gardiner アミメサンゴ

Pavona decussatαDana シコロサンゴ

LePtoseris mycetoseroides Wells アバタセンベイサンゴ

Pectinia lαctuca Pallas スジウミバラ

MNcedium elePhαntotus Palias ウスカミサンゴ

Echinophyllta aspera Ellis＆Solander キッカサンゴ

OxyPora laceγαVerrillアナキッカサンゴ

Symphyllia vαlenctennesa Edwards＆Haimeハナガタサンゴ

Lob（）Phyllia hemPrichii Ehrenberg オオハナガタサンゴ

Cαulastreα tumida Matthaiタバネサンゴ

C：JtPhαstTeα serailiαForskalフカトゲキクメイシ

Montαstrea vαlenciennest Edwards＆Haime タカクキクメイシ

Montαstrea mCtgnistelZαtαChevalier 五玉マルキクメイシ

Gonias trea PectinαtαEhrenberg コカメノコキクメイシ

Fαvites russelli Wells シモフリカメノコキクメイシ
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Fαvites abdita Ellis＆Solander カメノコキクメイシ

Fαvites haricorαEhrenberg マルカメノコキクメイシ

Fαvites flex％osa Dana オオカメノコキクメイシ

Euphylliα ancora Veron＆Pichon ナガレハナサンゴ

Tnrbiuaγia mesenterina Lamarck スリバチサンゴ

T”rbiuariα Pelta tαEsper オオスリバチサンゴ

上記の種の他に神島東岸では

AcroPora gemmtferαBrook オヤユビミドリイシ

Cynαriαua lacrymαlis Edwards＆Haime コハナガタサンゴ

CyPhastreα mic・roPhthatmαLamarck トゲキクメイシ

OuloPhyllia crtsPa Lamarck オオナガレサンゴ

上松ハエでは

AcroPora gemmOfera Brook オヤユビミドリイシ

Psαmmocoγα s”Perfictalts Gardinerベルベットサンゴ

Pavona variαns Varrillシワシコロサンゴが確認、された．

内湾である浦ノ内湾では0磁ε惚α爾sヵα’αLamarck キクメイシモドキのみが確認された．

AcroPora solitaryensis Veron ＆ Wallace

    無暗

騰灘

CNPhastrea serailia Forskal

Fig． 2’1． The dominant species in Yokonami Peninsula
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鍼

魏

Montastrea magistellata Chevalier

（オオマルキクメイシ）

欝欝！i
    ・鑛覇

Favites abdita Ellis ＆ Solander

（カメノコキクメイシ）

Qutastreα cris餌αゐ粥α励

（キクメイシモドキ）

水深別底質状況とサンゴ群集被度

 透明度が非常に悪い浦ノ内湾を除く3定点

の底質状況とサンゴ群集の生息繊度・分布を

調査した結果，神島東岸はFig．3に示すように，

海底地形は水深3m以浅は懇懇が広がり，サ

ンゴ群集の生息難度は0．8％と低く，観察され

たサンゴ群集は被覆状のAcroporidae，

Faviidaeの2科のみが観察された．水深5m

あたりから砂底に混じり，岩や礫が見えはじめ，

それらを着地基質とする枝状のAcro－

poridaeや被覆状のFaviidaeが生息し

ており，サンゴ群集の生息被度は96％

であった．これより水深！5mあたりま

で底質は着底基質となる岩や礫が多く

なり，水深9m，12m，15m域のサン

ゴ群集の生息今度はそれぞれ22，9％，

45．8％，50．5％と増加した．そして，

水深15mでサンゴ群集の生息過度の最：

大値を示した．これは底質の大きな岩

や礫に被覆状で大型のPectiniidaeが多

く出現したことが影響したためと考え

られる．これより深くなると底質は小

さい礫や転石に変わり，サンゴ群集の

生息被度は水深18mで23．8％と減少し，

さらに19m以深では底質は砂底に変わ

り，生息被度は9．6％とさらに減少した．

神島東岸のサンゴ群集の分布に関して

AcroporidaeとFaviidaeは全ての調査

水深域で生息しているのが確認され，

Pectiniidaeは水深12～15mの局所的な

水深で多く生息しているのが特色であ

った．



34 上島．・大野

Table 1． Hermatypic corals inhabit Yokonami Peninsula

Family Scientific na皿e Ka皿ishima Kaminats11－Hae Tsudura－saki Uranouchi－lnlet

Astrocoeniidae Stylocoeniella spp． o o o
Pocilloporidae PocilloPora damicornis o o
Acroporidae ノ吻％’毎）erαSPP．

AcroPora gemmtfera

AcroPora hNacinthus

Acropara solitaryensts

AcroPora sp．

o
o
o
o
o

o
o
o
o
o

o

o
o
o

Poritidae Porites spp．

Gmtiopora sp．

o
o
o
o
o
o

Siderastreidae P∫α〃匹枷60瓶suPerfi cin lis

Coscinaraea columua

Psammocora Prof”ndacella

o
o

o
o
o
o
o

Agariciidae Pavona decussata

Pav｛ma varians

Pavona spp，

Gardineroseris Plan”lata

LePtoseris mycetoseroides

o

o

o

o
o

o
o

o

o
Fungiidae Fungia spp． o
Pectiniidae PhysoPh夕〃脇のJleni

Mycedium elePhantotus

Eぬ柳塀κα御8η
OxyPora lacera

o
o
o
o

o
o
o
o

o
o
o
o

Mussidae Cynariana lacrymalis

Symphpttia vatenciennesii

LoboPhyllia hemPrichii

o
o
o
o
o
o
o

Merulinidae HyanoPhora sp． o o o
Faviidae Oulastrea crisPata

Caulastrea tumida

Favia laxa

CyPhastrea serailia

CyPhastrea microPhthalma

OuloPhyllia crisPa

Montastrea valenciennesi

Montastrea magnistellata

Go脇streα Pecti剛α

Favites russelli

Favites abdita

Fanites haricom

Favites ftexuosa

Goniastrea spp，

o

o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o

o
o
o

o
o
o
o
o
o
o
o

o

o

o
o
o
o
o
o
o
o

o

Caryophyllidae Emphyllia ancora o o o
Dendrophyllidae Turbinaria mesenterima

              Turbinaria Peltata

o
o
o
o
o
o
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Fig． 4． Relationship among bottom substrata， coverage and dominance of each class on hermatypic

   corals at Kamimatsu－Hae

次に上松ハエではFig．4に示すように，水深3m以浅では転石が散在し，サンゴ群集の着生す

る基質が少ないことから生息被度も2．8％と低く，観察されたサンゴ群集はAcroporidaeが大半

を占めていた．底質は水深5m辺りから大きい岩や礫に変わり，水深12m辺りまで岩礁の問を
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ぬうように続き，着生基質となる岩や礫に変わるにつれて生息被度も水深5m，9m，12m域

とそれぞれ7．9％，8．3％，14．4％と推移した．水深15mは底質は水深12mと同じだったが，生

息被度は31．8％と増加した．これは勾配が緩くなったためと考えられ，この海域で最大値を示

した．さらに水深16m以深では底質は徐々に砂底に変わり，着生基質の減少に伴い，生息被度

も8．6％と減少した．上松ハエのサンゴ群集の分布に関してAcroporidaeとFaviidaeは全ての水

深で生息しているのが確認され，水深9m白白では主にAcroporidaeとFaviidaeの2科によっ

て優占されていたが，水深9m以深では他の科のサンゴ群集が多く出現した．
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 ツヅラ崎ではFig．5に示すように，4m以浅の底質は岩礁でサンゴ群集の生息被度は2．！％で

被覆状のAcroporidaeとFaviidaeの2科が多く観察された．水深5mは岩礁が続き，生息被度

は7．9％と増加し，先の2科以外のサンゴ群集も観察されたがAcroporidaeとFaviidaeの2科が

大半であった．水深7mから水深12m域までは底質は着生基質に適した大きい岩や礫に変わり，

生息被度も水深7m，9m，12mそれぞれ17．3％，17．1％，21％と増加した．さらに水深が増

すに連れて底質は小さい岩や礫になり，水深13m以深では底質は男憎に変わり，生息被度も6．5％

と減少した．ツヅラ崎のサンゴ群集の分布に関してはAcroporidaeとFaviidaeは全ての水深で

生息しているのが確認され，Poritidaeも全ての水深で僅かながら生息しているのが観察された．

優占度

Kamisima KamimatuJhae Tudura－saki

others

15％

P。ｨae

㌣d
20％

Faviidae

35％

Acroperi

 dae

23％

Agariciid

姦

PDritidae

9％

鷺s

Favlidae

33％

Acropori

 dae

40％

Agariciid

 裁

Poﾛae

others

12％

Faviidae

31％

Accopg

 dae
43 ek

Fig． 6． The dominannce of hermatypic corals at three stations （Kamisima， Kamimatsu－Hae， Tsudura－saki）

 優占度は水深ごとに計測された被度（％）におけるそれぞれの科が占有する面積の割合（％）

を全ての水深の測定値の平均値として表した．Fig．6に示すように，優占度が高い順番に示すと

神島東岸ではFaviidae（35％）， Acroporidae（23％）， Pectiniidae（20％）， Poritidae（7％），そ

の他（15％）となり，Faviidae， Acroporidae， Pectiniidaeの3つの科で80％弱を占めた。水深

別ではAcroporidaeは水深が増すに連れて優i占度が減少し， Faviidaeは水深が増加するに連れ

て僅かに増加した．Pectiniidaeは水深12 ’一 15mで非常に優占度が高かったが，、これは計測時に

1個体の占める面積が高かった事が関係している・と考えられる．

 上松ハエではAcroporidae（40％）， Faviidae（33％）， Poritidae（9％）， Agariciidae（3％）

その他（15％）となり，AcroporidaeとFaviidaeの2科で70％強．を占めた．水深別ではAcro－

poridaeは水深が増すに連れて優占度が減少し， Faviidaeは水深が増加するに連れて増加した．

Poritidaeは水深が深い場所で低い割合ではあるが優悪していた。

 ツヅラ崎ではAcroporidae（43％）， Faviidae（31％）， Poritidae（9％）， Agariciidae（5％）

その他（12％）となり，AcroporidaeとFaviidaeの2科で70％強を占めた．水深別ではAcro－

poridaeは水深が増すに連れて優占度が減少し， Faviidaeは水深が増加するに連れて増加した．

poritidaeとAgariciidaeは全ての水深で低い割合ではあるが優占していた．
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考 察

 横浪半島は外洋に対して扇状に広がった開放的な土佐湾のほぼ中央に位置し，波浪の影響を

受けやすい．調査地点の神島東岸は夏季は多少波浪の影響を受けるが，冬季は西風の陰となり

比較的穏やかな海域であるが，上松ハエ，ツヅラ崎は共に外洋に面しており，波浪の影響を1

年中強く受ける海域である．浦ノ内湾は内湾性で波浪の影響はほとんど受けない海域である．

サンゴ群集は藤岡（1994）が示唆しているようにテーブル状のAcroporaのような波浪に影響さ

れやすい群体は岬や岩礁などの波浪の影響を強く受けない海域に見られる傾向があると示され

ている．本研究でも，浦ノ内湾を除く他の3定点を比較した場合，Table．1からでもわかるよう

に3つの定点のサンゴ相は非常に類似していた．これら3調査地点の海底地形は水深が浅い場

所は下底または岩礁と相違は見られたが，水深が増すに連れて大きな岩や礫が広がり，徐々に

小さい岩や転石にかわり，最終的には早撃に変化するという底質の傾向は一致していた．同一

の底質でも水深により生息被度に大きな変化が見られた点などから神島東岸がほかの2調査地

点よりも総合的なサンゴ群集被度が高い値を示していることは，波浪の影響が関係しているの

ではないかと考えられる．

 また，男浪半島海域のサンゴ群集は着生基質となりうる岩礁においても波浪の影響を受ける

場所では生息被度が低く，着生基質となりうる岩や礫が狭い範囲で底質を構成していることか

ら非常に密度の高い状態で生息していることが今回の調査で推測された．

 浦ノ内湾を除くほかの3調査地点でのサンゴ群集の分布に関してAcroporidaeとFaviidaeの

2科は全ての水深で確認されたという点で共通していた．しかし，今回の調査では浦ノ内湾で

は0漁3魏α爾sρα’αのみが確認されたが，1993年に岩1頼文人，福田照雄（1994）が行った手結

岬西岸海域のイシサンゴ相の調査でOulastreα crisPataは波あたりが弱くシルトが多く堆積して

いるような内湾性の特徴を示す場所に多く出現したのサンゴ群集が生息するには適さないと指

摘されており，今回，浦ノ内湾での詳細な調査は行っていないが，この海域は波浪の影響は受

けず，潮の干満の差による濁りがあり，また，降雨時には低塩分濃度になるために他のサンゴ

群集が生息するのに浦ノ内湾は適さない環境と考えられる。

 今回の調査で優占度を科の単位で計測した結果，Acroporiidaeは浅い水深で｛憂堕しており，

逆にFaviidaeは水深が増すに連れて優占度が増す傾向がこれら浦ノ内湾を除く他の調査地点で

共通して見られた．AcroporiidaeとFaviidaeの2つの科で神島東岸，上松ハエ，ツヅラ崎でそ

れぞれ58％，73％，74％を占め，藤岡（1994）が行った土佐湾のサンゴ群集相の調査において

土佐湾のサンゴ群集はAcroporaとキクメイシ類で特徴づけられると示唆しているように今回の

土佐湾内の横浪半島という狭い海域の調査でもこれら2科の優占度が高い値を示し，横浪半島

海域のサンゴ相は土佐湾のサンゴ相を代表すると考えられ，横浪半島海域においてAcroporidae

ではAcropora solitaryensis， FaviidaeではCyphαs treαserαiliα， Fαvitesαbdttα， Mo”tastreαmagnis－

tellataが多く見られ，これらの種で優占される海域といえると考えられる．また，今回の調査

で確認された種の7科12属16種が八重由から館山にいたる海域において広く分布していること

が明らかになっており，その他の種は北限域が横平半島以北であるが個体数が少ないまたは生

息域が限定されているとされていることから横浪半島海域に生息しているサンゴ群集はまだ確

認されていない種が多くあると考えられる．
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